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令和7年4月5日（土）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：佐藤　裕真
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＜連絡事項＞
　無し

＜入室状況＞
　変更無し。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察時は他室侵入し迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離。ホールで不穏興奮や妄想的訴えは聞かれず過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・柏崎　勝吾様～終日隔離中。自室で危険行動や逸脱行為無し。対面時も性的言動は聞かれず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～妄想様言動あるも他者トラブル無く経過している。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

・小沢　薫様～幻覚・妄想に左右された言動、逸脱行為無く日課を送っている。措置解除に向け関係各所と連携を図っていく。

＜入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和7年4月5日　15：48
　氏　　名：下村　久美子(しもむら　くみこ)様
　生年月日：昭和63年9月19日(36歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr、サポート医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　2週間くらい前から体が思ったように動かず、職場や家族に迷惑をかけているとの気
持ちが出現。「もういなくなった方が良い」と思うようになった。気持ちが前向きに
ならず、行動化はないも希死念慮あり。寝付く事は出来るが何度も中途覚醒あり、再
入眠できない事もあり不眠感あり。1週間前より食欲もあまりない状態。１０年以上前
父が自殺した際、パニック障害の診断にて岩手県奥州市の心療内科通院。1～２年通院
し終了。自己中断ではないと話すも担当医から終診の話を受けたか問うと覚えていな
いと。職場はクリーニング会社の受付のと全体の事務。一昨日は出勤し早退。昨日か
ら欠勤している。夫曰く、本人はパート勤務だが正社員よりも業務量が多いことを話
していたと。身体不調も心配し、ファミリークリニックやうしお内科受診も心の面か
らくるのではないしていたと。身体不調も心配し、ファミリークリニックやうしお内
科受診も心の面からくるのではないかと言われ、白山台メンタルクリニックへ相談す
るも断られている。椎間板ヘルニアで受診しているやえがき整形へ相談し、みかわ神
経内科へ紹介状作成となるも、受付へ症状伝えたところ、医師より大きな病院の受診
を勧められ、本日であれば当院がやっていると言われたことから当院へ相談あり。薬
剤物療法の希望であったが、話を聞くうちに入院加療し症状をよくしたいと希望。日
直医金Drへ報告し、診察可との事で本日受診。本日15:48東病棟Bユニット1号室へ医療
保護入院となる。

